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　2012年に発足した Choosing Wisely キャンペーンは、米国内科学会（ACP: American College of Physicians）、米国
内科専門医機構財団（American Board of Internal Medicine Foundation）、欧州内科連合（European Federation of Internal 
Medicine）の 3団体により 2002年に米欧で同時発表された「新ミレニアムにおける医のプロフェッショナリズム：医
師憲章」（Medical Professionalism in the New Millennium: A Physician Charter）がその原点である。全米の臨床系専門学会
に対して“再考すべき（無駄な）医療行為”をそれぞれ 5つずつリストアップすることを求めたところ，大部分の専
門学会が根拠文献とともにこれに応じ、現在、全米 80学会から約 500のリストが提供されている。
　Choosing Wisely キャンペーンのエッセンスは、「choosing wisely ( 賢明な選択 ) を合言葉に，患者にとって有益であり、
弊害が最も少ない医療について医療職と患者との対話を促進し、良好な医療コミュニケーションを通じて、(診療上の )
意思決定を共有すること (Shared Decision Making; SDM)にある。現在、このキャンペーンは国際規模で展開されている
が、その推進に当たっては、①医療プロフェッション主導であること、②患者にとって有益であることと害が少ない
ことが一義的、③医療現場での“対話の促進”と患者参加、④ EBMに立脚した「推奨」、特にエビデンスがないのに
実施されている医療に着目する、⑤多職種協働でキャンペーンを推進する、⑥キャンペーンにおける透明性を確保する、
の「6大原則」に沿うことが要請されている。
　2018年、Choosing Wisely Japan は設立 3年目を迎え、高齢者の多剤処方 (Polypharmacy)、AMR対策、過剰な画像診
断など個々の課題についての啓発を進めている。本セッションでは、特に、プロフェッショナリズム教育との関係を
取り上げ、Choosing Wisely キャンペーンが医療プロフェッショナリズムに立脚しているだけでなく、上記の「医師憲章」
に示されている新しい時代の医療プロフェッショナリズムを推進する医学教育上の観点からも Choosing Wisely キャン
ペーンの理念、経緯、推奨リストの具体例を取り上げることの有用性を強調したい。

    The Choosing Wisely campaign which was launched in 2012 by the ABIM Foundation, along with Consumer Reports has 
its root in the “Medical Professionalism in the New Millennium: A Physician Charter” which had been authored by the ABIM 
Foundation, in conjunction with the ACP Foundation and the European Federation of Internal Medicine in 2002.
    The “Top Five” lists which were called upon by Dr. Howard Brody and then by the Choosing Wisely campaign were released by 
specialty societies and enjoyed widespread media coverage and positive reaction among the health care community. Today, some 
80 medical societies have issued more than 500 lists.
    In this session, we will first introduce basic premise of the campaign and activities of Choosing Wisely Japan. Then we will focus 
on the relationship of the campaign and the education of medical professionalism including the usefulness of “Top Five lists” in 
undergraduate and postgraduate professionalism training.
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